
　

地域包括支援センター ℡86-0112

【問い合わせ】　健康福祉課地域包括支援センター係　☎ 86－ 0112

　　平均寿命が伸び、少子高齢化が進行する中、年
齢を重ね、たとえ認知症になっても地域で安心して
過ごしていくためには、地域の見守り・支え合いが
とても大切です。
　一人でも多くのかたが、認知症についての正しい
理解を持ち、認知症のかたが住み慣れた地域で安心
して住み続けられる白鷹町を目指していきます。

こんな活動をしています！
●サポーター１．友人や家族等周りの人に学
　　　　　　　　んだ知識を伝えています。
●サポーター２．街中で困っている様子のか
　　　　　　　　たに声をかけるようにして
　　　　　　　　います。
●サポーター３．認知症に関しての行事があ
　　　　　　　　れば、積極的に参加してい
　　　　　　　　ます。

軽：めまい・立ちくらみ

中：頭痛・吐き気

重：けいれん、
　　意識障害

　「熱中症」は、気温が高い日はもちろん起こる可能性
がありますが、気温がそれほど高くない日でも、湿度が
高い・風が弱く日差しが強い・( 急に暑くなり ) 体が暑
さに慣れていない時は注意が必要です。

～熱中症重症度～

≪熱中症の予防法≫
●こまめに水分補給しましょう。
　　室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、
　こまめに水分を補給しましょう。
●暑さを避けましょう。
　　屋内でも条件が重なると熱中症になります。扇風機
　やエアコンで室温・湿度を調整しましょう。屋外では、
　日陰でこまめに休憩をとりましょう。帽子や日傘も活
　用しましょう。
●日頃から暑さに備えた体づくりをしましょう。
　　食事や睡眠はしっかりと、日頃の運動習慣で体力を
　つけておきましょう。

自力で水が飲めない、意

識がない場合はすぐに救

急車を呼びましょう！

　認知症について正しく理解し、認知症のかた
や家族を地域で温かく見守っている応援者で
す。認知症サポーターは何か特別なことをする
のではなく、自分のできる範囲で活動をしてい
ます。

★地域包括支援センターでは、認知症サポー
　ター養成講座を開催しています。

　受講ご希望のかたは、地域包括
支援センターにお問い合わせくだ
さい。
　受講修了者には認知症サポータ
ーの目印であるオレンジリングを
差し上げます！

小学生、中学生、高校生の

認知症サポーターも増えています！

　 広報しらたか   2019. 719



　

今
年
の
４
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
鷹
山
地
区
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
活
動
分
野
は
主
に
農
業
と

狩
猟
で
す
。
地
域
の
活
動
の
お
手
伝

い
と
し
て
、
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
畑

や
田
ん
ぼ
の
作
業
、
紅
花
栽
培
の
ほ

か
、
空
き
地
を
お
借
り
し
て
地
区
の

行
事
に
利
用
す
る
た
め
の
季
節
野
菜

の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
に
来
る
ま
で
の
私
の
生
活

は
、
モ
ー
タ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ
も
含
め

た
ド
ラ
イ
バ
ー
業
で
生
活
し
な
が

ら
、
国
内
、
海
外
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
行
っ
た
り
住
ん
だ
り
の
繰
り
返
し

で
し
た
。
中
学
生
の
時
に
プ
ロ
の
ド

第 40回

ラ
イ
バ
ー
に
な
る
と
決
め
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
が
、
同
じ
く
若
い
頃
か

ら
農
業
に
も
興
味
が
あ
り
、
50
歳
ま

で
に
は
自
分
の
農
地
を
持
っ
て
農
業

を
始
め
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。
昨

年
頃
か
ら
農
業
活
動
を
進
め
て
い
く

中
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
制

度
を
知
り
、
地
域
振
興
に
重
ね
て
自

分
も
成
長
し
て
い
け
る
こ
と
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
に
来
て
か
ら
は
毎
日
同
じ

場
所
で
農
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
の
ん
び
り
農
業
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
も
な
く
天
候
や
雑
草
に
左
右
さ

れ
な
が
ら
何
か
と
忙
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。
欲
は
深
く
あ
り
ま

せ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
が

あ
る
の
で
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
る

自
主
活
動
な
ど
も
徐
々
に
提
案
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

当
選
で
民
の
心
が
消
え
た
人
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫

民
意
お
り
選
ば
れ
し
者
さ
ぁ
頑
張
れ
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

町
民
が
新
元
号
に
夢
を
持
つ
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

国く
に
た
み民
を
愛め

で
て
天
皇
退
位
さ
れ
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
土
谷
　
灯
一

田
植
て
こ
一
日
農
民
大
い
ば
り
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

人
民
の
怒
り
辺
野
古
の
海
へ
埋
め
　
　
　
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
　
弘

国
民
に
心
寄
り
添
う
と
令
和
の
お
方か
た

が
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

勿も
っ
た
い体

な
い
主
権
在
民
大
事
に
し
よ
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
　
太
一

日
本
に
も
他
民
族
の
人
住
ん
で
居
る
　
　
　
　
ふ
じ
み
野
市
　
村
上
　
桂
造

民
よ
り
も
ト
ラ
ン
プ
の
意
見
聞
く
総
理
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

嘘
少
し
混
ぜ
た
民
話
の
灯
が
温
い
　
　
　
　
　
高
　
玉
　
橋
本
つ
ね
子

民
話
な
ど
今
の
子
供
が
遠
く
な
り
　
　
　
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

万
民
へ
白
鷹
の
酒
蔵く
ろ
う
ど
こ
う

人
考
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
戸
市
　
安
達
　
　
功

山
形
の
民
謡
花
笠
ヤ
ッ
シ
ョ
マ
カ
シ
ョ
　
　
　
荒
砥
乙
　
五
十
公
野
春
巳

国
民
み
ん
な
で
令
和
に
向
い
笑
顔
の
花
咲
か
そ
う
　 

広
　
野
　
新
野
智
耶
子

民
謡
を
英
語
で
サ
ー
ビ
ス
舟ふ
な
く
だ下

り
　
　
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
飽
き
て
も
民
放
観
た
く
な
り
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
　
努

誇
れ
る
田
舎
民
の
気
質
も
ア
ル
カ
デ
ア
　
　
　
荒
砥
甲
　
鈴
木
美
貴
子

公
民
館
サ
ロ
ン
で
に
ぎ
わ
う
仲
間
た
ち
　
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

国
民
が
皆
ん
な
で
拍
手
新
天
皇
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
松
野
い
せ
子

舟
下
り
民
謡
波
間
夢
心
地
　
　
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
平
敏

民
衆
の
声
は
何
処
へ
か
や
ま
び
こ
か
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
敏
子

安
部
さ
ん
よ
民
衆
の
声
聞
い
て
く
れ
　
　
　
　
山
　
口
　
児
玉
　
保
子

町
民
と
呼
ば
れ
し
頃
の
里
の
愛
　
　
　
　
　
　
浦
安
市
　
鷹
山
　
悠
介

民
間
の
飛
行
機
飛
ん
で
平
和
か
な
　
　
　
　
　
長
井
市
　
鈴
木
　
ト
ミ

ほ
っ
こ
り
し
た
民
話
の
力
語
り
継
ぐ
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

　 　　 

白鷹町の皆さん、はじめまして
　　鷹山地区で活動中の大津です　

地域おこし協力隊

大津　大介
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